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樹木の凡例
ベースの植物
ｸｽﾉｷ､ﾀﾌﾞﾉｷ､ﾕｽﾞﾘﾊ､ﾀｲｻﾝﾎﾞｸ､ｼﾗｶｼ､ｱﾗｶｼなど

春：ｵｵｼﾏｻﾞｸﾗ､ﾈﾑﾉｷ､ｴｺﾞﾉｷ､ﾏｸﾞﾉﾘｱ､ﾐﾓｻﾞなど
夏：ｼﾏｻﾙｽﾍﾞﾘ､ｻﾙｽﾍﾞﾘ､ｸﾁﾅｼ､ｷｮｳﾁｸﾄｳなど
秋：ﾋｲﾗｷﾞﾓｸｾｲ､ｴﾉｷ､ｸﾇｷﾞ､ﾒﾀｾｺｲﾔ､ｻｻﾞﾝｶなど

ｶﾝｷﾂ類､ｵﾘｰﾌﾞ､ﾚﾓﾝ､ｻﾞｸﾛ､ｲﾁｼﾞｸ､ﾓﾓなど

アクセントとなる植物：花･香り

アクセントとなる植物：実り

海沿いの遊歩道は既設のｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝ
ｸﾘｰﾄ舗装を活かした塗装仕上とす
ることでﾊﾟｰｸ全体に統一感を生み
出します。部分的に緑地や、ｱｸｾﾝﾄ
として枕木や石材を用いることで、
ｺｽﾄへ配慮しつつもﾊﾟｰｸの印象をつ
くりだすﾕﾆｰｸな舗装を目指します｡

市街地中心部でありながらも緑量豊かな緑地
を創出します。果実、花、香り、木陰など季
節や時間に応じて楽しみ親しめる植栽としま
す。植生図からも緑と人が近く暮らす地域で
あることが分かります。耐潮性のある常緑樹
をﾍﾞｰｽに花や香りなどをｱｸｾﾝﾄ植栽として採
用することでﾒﾝﾃﾅﾝｽ性にも配慮します。
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既設ｱｽﾌｧﾙﾄ

枕木や石材

Scale 1:1,500(A3)

ﾃﾞｯｷ広場

わんぱく広場

運動広場

ﾊﾟｰｸ計画概要

ｲﾍﾞﾝﾄ広場 街の軒下

ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ広場
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河川緑地
河川緑地

海や大橋までの見晴らしをより楽しめる広場
古くからの雁木も活かしながら
静かに海や山の雄大さを望み佇めます

まち側･海側ﾍ開いたｲﾍﾞﾝﾄが可能であり､
港ならではのｲﾍﾞﾝﾄを演出できる広場

屋根の下でターミナルと一体利用した
まちのイベントを楽しめる広場
三原と佐木島などの瀬戸内の島々につ
いて観光者が魅力を知る場になります

周囲からの動線が集まるｴﾘｱ
ターミナル・わんぱく広場と連携
し、待ち合わせや子の見守りなど
の滞留空間の充実を図ります

既存の舗装と健康遊具を活かし、若者～
高齢者でも安心して運動を楽しめる広場

海側によっている胸壁を活かして
まちに開いた広場
安全を確保しながら、こどもが港
で日常的に遊ぶことができます

まち側に寄っている胸壁を活かした海に開いた広場
広大な芝生とﾃﾞｯｷを有し、大人数でも少人数でも日
常的な利用から親水アクティビティｲなど多様なﾍﾞﾝﾄ
時などでも利用ができます

長大な胸壁を活用し様々な人が
景色を共有できるベンチ

ｲﾍﾞﾝﾄ時にも活用できる芝生地

ﾊﾟｰｸ敷地内での回遊性を高めるため東西方向の動線をつくる階段の改修

古くからの雁木を楽しめる動線の確保

既存の休憩施設と胸壁を活かすﾀｰﾌﾟ屋根

既存の雁木と胸壁を活かした
大橋までの景色を眺められるﾍﾞﾝﾁ

胸壁を活かし安全性のある
港の景色も楽しめる人研ぎ滑り台

ﾊﾟｰｸ全体の統一性と回遊性を示す
既設ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装を活用した舗装

対岸からも視認性のあるﾊﾟｰｺﾞﾗ
ﾊﾟｰｸ全体の統一性をもたらす屋根

胸壁を活用したｶｳﾝﾀｰﾃｰﾌﾞﾙ

既存の健康遊具の利活用

胸壁を活かし安全性のある
こどもが走り回れるはらっぱ

錨ﾓﾆｭﾒﾝﾄを移設し、
ﾛｰﾀﾘｰのｼﾝﾎﾞﾙとして活用

船の行き交いや対岸の様子を眺められるﾃﾞｯｷ

ﾃﾞｯｷと一体となったﾊﾟｰｺﾞﾗ

雁木へｱｸｾｽするための動線の創出

駐輪場

ﾀｰﾐﾅﾙ､船の発着を眺められるﾃﾞｯｷ

街路樹はﾜｼﾝﾄﾝﾔｼの代わりに四季の変化のある樹木や
木陰をつくる樹木にすることで新しいｲﾒｰｼﾞを創出
西野川通りと一体となるﾒﾀｾｺｲﾔやﾄｷﾁﾉｷ､ｹﾔｷなど

駐輪場

社会実験の場として活用､運動広場と一体となった公園として活用方法を検討

ｼﾝﾎﾞﾘｯｸなﾌﾟﾛﾍﾟﾗﾓﾆｭﾒﾝﾄを活かしたﾃﾞｯｷ空間
まち側の舗装を取り込むことで
海側・まち側両面でのｲﾍﾞﾝﾄが可能

ｵｰﾌﾟﾝにすることで
訪れやすいまちかどをつくる

車両通行

まち側･海側のスムーズな動線を確保

駐車場30台
既存の駐車場を利活用し
コストへの配慮

細かな段差を解消しﾊﾞﾘｱﾌﾘｰな動線の創出
遊び空間と連携して利用できる配置

車両通行可

ﾀｰﾌﾟ屋根とｽﾃｰｼﾞ

わんぱく広場ｴﾘｱ内を回遊して遊ぶこ
とができる園路設定

ｸﾞﾘｯﾄ状の街路から
ﾊﾟｰｸの屋根が見える

こども目線で実りや香りを楽しめる植栽
ｶﾝｷﾂ類､ﾊｰﾌﾞ類､ｸﾁﾅｼ､野草など
道路･駐車場側は常緑樹を植栽すること
で安全性を確保

舗装を運動広場と一体に
することでｴﾘｱを拡張

ｸｽﾉｷを活かしながらも明るい空間にし安心して利用できるように低木の密植を整理

運動広場として適しているため既
存の舗装の活用

ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙなど学生をはじめとした
若者も楽しめる設備を導入
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駐輪場

駐輪場

山から川によって土が運ばれ平地ができ、人が集まり形成さ
れたまちです。人々・生きもの・土・水といった様々なもの
が出会い集まります。かつては水田や果樹、広葉樹林（里山）
といった人の活動がみどりの姿に現れ多層的な風景が広がっ
ていました。土地の文脈も踏まえながら、様々な活動が風景
となって立ち現れる新しい港をつくります。

敷地全体を貫く胸壁を軸に、眺望・周辺環境との関
係から各ｿﾞｰﾆﾝｸﾞの性質を読み解き、広場と動線の設
定を行うことで敷地内外でつながる編み目が形成さ
れていきます。

ﾊﾟｰｸ全体の骨格となる胸壁
海側にある胸壁とまち側に
寄っている胸壁があり、ま
ち - 胸壁 - 海の距離感の違
いをﾃﾞｻﾞｲﾝに取り込みます｡

ｿﾞｰﾆﾝｸﾞと 7つの広場
胸壁･眺望･周辺環境との関
係からｿﾞｰﾆﾝｸﾞが生まれる｡
静的･動的な活動､多世代の
活動を支えます｡

ﾊﾟｰｸ全体で編む連絡通路
まちと海をつなぐ｢まちの
連絡通路｣と｢海の連絡通路
｣が敷地全体に広がり、各
広場を連結しながら市街地
中心部の回遊性を高めま

ﾊﾟｰｸ全体を包むみどり
各ｿﾞｰﾝで花々の彩や実りな
ど性質を変えながらﾊﾟｰｸ全
体を緑が包みます。

大きい･小さい眺望と
静的･動的な活動
ｺの字形状の敷地によって
生まれる眺望の変化と国
道沿いなど周辺に合わせ
た活動の場所を設けます｡

扇状地・汽水域に位置する敷地 地域の生態系ﾈｯﾄﾜｰｸに参加

三原市中心部には地域の活動を支えるﾌﾟﾚｲﾔｰたちが存在し､その拠点が点在しています。それらが大きく駅前ｴﾘｱ
と円一ｴﾘｱに集中しており離れている一方で、敷地周辺にも福祉施設や個性的なお店があることが分かります。
ﾀｰﾐﾅﾙと共通性のあるﾊﾟｰｺﾞﾗ･東屋･ﾀｰﾌﾟといった屋根を城下町特有のｸﾞﾘｯﾄﾞ状の街路に面したｱｲｽﾄｯﾌﾟとしてﾊﾟｰｸ
全体に設定することで､帝人通り･ﾍﾟｱｼﾃｨﾛｰﾄﾞ･ﾏﾘﾝﾛｰﾄﾞといった南北方向の３つの軸に加え、東西方向のつながり
をつくり敷地内外における回遊性を促します。また、ﾊﾟｰｸ・ﾀｰﾐﾅﾙに幅広い地域の活動から観光者まで、それぞれ
が利用しやすい場を設けていくことで新たな動線が生まれていき、さらにｺﾐｭﾆﾃｨﾃﾞｻﾞｲﾝによって地域のﾌﾟﾚｲﾔｰの
活動と連携しながら、三原内港でも地域の活動を育みます。

敷地

ｱｶﾏﾂ群落
ｺﾅﾗ群落
ｼｲ･ｶｼ二次林
ｱﾗｶｼ二次林

環境省
植生図  

里山植生が広がる地域

樹林・草地・草むらが連続するﾊﾟｰｸ全体を包む
みどり形成し、三原市に息づく生きものの棲家
を創出します。東西方向の西野川沿い、南北方
向の桜山・三原城跡などのｺｱ・ｺﾘﾄﾞｰの緑地とつ
ながり、地域の生態系を育む拠点となります。

三原内港から広がる編み目

三原内港の土地読み

植栽計画 舗装計画

編み目をつくるﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟ構造ﾊﾟｰｸ配置計画

⑤ ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ広場 ⑥ わんぱく広場 ⑦ 運動広場
ﾀｰﾐﾅﾙ・わんぱく広場と連携し、待合せや子供たち
の見守りなどにも適した滞留空間。

海側の胸壁に守られた安心感のある場。築山の滑り台
や原っぱなど子供たちが港で日常的に遊べる設え。

既存の舗装や健康遊具を活かし、若者から高齢者
まで安心して運動を楽しめる場。

既存胸壁 既存胸壁 既存胸壁

ﾌﾟﾛﾍﾟﾗﾓﾆｭﾒﾝﾄ
わんぱく広場→

滑り台

ﾊﾟｰｺﾞﾗ

野外ｽﾃｰｼﾞに転用できる物見台を備え、港ならでは
のｲﾍﾞﾝﾄを演出できる場。

③ ｲﾍﾞﾝﾄ広場(海側)

既存胸壁物見台
海側

街側

④ ｲﾍﾞﾝﾄ広場(街側)
既存ﾊﾞｽ停部分の街の歩道を港側に拡幅・引き込ん
で、街へと開いたｲﾍﾞﾝﾄを開催。

既存胸壁

ﾊﾞｽ停

ﾍﾞﾝﾁ

ﾃｰﾌﾞﾙ

② ﾃﾞｯｷ広場
広い芝生とﾃ゙ ｯｷを有し、日常的な利用からｷｯｸﾊﾞｲｸ
や親水ｽﾎ゚ ｰﾂなど多様なｲﾍ゙ ﾝﾄの場にも。

既存胸壁

段 ﾃ々ﾞｯｷ

芝生

① みはらし広場
古くからの雁木も活かしながら、因島大橋までの
雄大な遠景を望み、静かに佇める場。

既存胸壁 ﾍﾞﾝﾁ
既存什器

既存雁木

歩道を拡幅

▲ 天井のねじれ面と木架構をﾗｲﾄｱｯﾌﾟし柔らかい照明に

既存胸壁による
コの字の照明

▲ 既存胸壁を活かしたコの字
　 の夜景が回遊性を生む

三つの軸

小路
回遊性

三原はその名の由来の通り三
つの小さな扇状地が並ぶ位置
にあり、海と山の接点として
古くから交流の拠点でした。
内港のコの字は、主要な三つ
の軸とともに、それ以外のｸﾞ
ﾘｯﾄﾞﾊﾟﾀｰﾝの小路を三方から
受け止めます。西側のﾋﾞｽﾄﾛ
や商店街、北側のｷｵﾗｽｸｴｱやﾗ
ﾌﾗﾌなど子どもの居場所、そ
して東側の病院や老人ｹｱ施設
などと、思い思いに人々が行
き来し、三原の都市構造に新
しい回遊性を生むことを目指
します。

❚ 街に回遊性を与える


